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	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１９年９月２６日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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　9月17日、憲法共同センターは石山駅で「安倍9条改憲NO!3000万人署名」街頭宣伝行動を行いました。


高校生3人が署名、対話も弾みました。予備校生だという青年が自衛隊の在り方について話しを聞いてこられ、自分の考えも伝えてくださいました。全体的に反応がよく、いつもにも増してチラシの受け取りも良かったです。参加は6人でした。


元気になれる宣伝行動にぜひご参加ください。





9月19日、守山市内において「市民と野党の共闘勝利！総がかり行動・しが」の主催で「参議院選挙を振り返り衆議院選挙を展望する滋賀市民集会」が開催されました。約100人の参加で会場一杯になりました。


　嘉田由紀子参議院議員と県内野党の代表者で（参加：立憲、共産、社民。国民と新社はメッセージ）シンポジウムが行われました。参院選の総括だけでなく安倍政権を倒すために次の衆議院選挙を展望するという集会タイトルにふさわしい集会となりました。


 　嘉田議員は「嘉田だから勝てた、と言われれば忸怩たる思い。個人でなく体制で勝たないといけない」「衆議院選挙は政権交代可能な展望と政策、グループをつくれるかだ」と発言。


野党代表者や会場からは「連合にしっかりとものの言える市民と野党の共闘に」「衆院選に向けて市民と野党の共闘、とりわけ『市民と』の部分をどう発展させるかが必要」「衆院選は政権が問われるので政権構想を」「滋賀で統一政策をしっかりつくっていく」「米サンダース上院議員などの支持者のドアノッカーズのように、今から訪問活動を」など発言があり、安倍政権打倒への勢いがつく大変いい集会となりました。





　毎月県内10数カ所で3000万人署名・19の日行動がもたれています。憲法共同センターは10月、下記の日程・場所で行います。ご参加ください。


10月7日（月）17：30～大津駅前　※共同センター　


10月21日（月）18：00～石山駅前　※市民アクション


※署名セット、横断幕、プラカードなどお持ちください！








◆今後の予定◆


　10月20日（日）　　前進座公演「ちひろ」（14:00-栗東さきら）※前売りあります


　11月5日から　　　自治体キャラバン（県内各地）　自治体への平和課題の要請もあります。





戦争、アカンで！








